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文
の
一
節
を
仮

し
た
北
大
津
遺
跡
出
土
の
木
簡
や
、
宣
命
風
に
仮
名

法
』
(
岩
波
書
庖
)
に
お
い
て
、

を
挿
入
し
た
伊
場
遺
跡
の
乙
未
年
木
簡
の
よ
う
に
七
世
紀
代
の
も
の
も
あ
る

が
渡
来
人
の
子
に
よ
っ
て

期
の
和
文
の
表
記
史
を
、
①
正
格
の
漢
文

か
れ
た
時
期
、
②
固
有
名
の
真
仮
名
表
記
や
多

が
、
木
簡
の
出
土
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
和
風
漢
文
と
平
行
し
て
仮
名
文

少
の
和
習
を
交
え
た
変
体
漢
文
が
書
か
れ
た
時
期
、
③
漢
文
の
格
を
崩
し
和

文
の
シ
ン
タ
ク
ス
に
合
わ
せ
た
表
記
が
採
用
さ
れ
た
時
期
、
以
上
の
三
段
階

が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
疑
問
だ
、
と
一
言
う
。
宣
命
体
に
つ
い
て
、

従
来
、

り
大

が
古
い
と
さ
れ
た
が
、

に
は
と
も

で
描
い
て
い
る
。
宣
命
体
は
③
の
段
階
に
該
当
す
る
が
、
真
仮
名
文
は
対
象

に
あ
り
、

表
記
者
の
意

の
差
に
過
ぎ
ま
い
、

と

う
。
か
く
て
「
七
世
紀

に
入
っ
て
い
な
い
。
稲
岡
氏
の
こ
の
見
解
を
単
線
型
と
す
れ
ば
、
著
者
の
見

か
ら
八
世
紀
初
め
の
日
本
語
表
記
の
基
層
に
あ
っ
た
の
は
、
和
風

で」

解
は
複
線
型
と
言
え
る
だ
ろ
う
し
、
表
記
史
の
と
ら
え
か
た
の
微
妙
に

な

「
和
風
漢
文
を
基
軸
に
、
官
一
命
体
や
仮
名
文
が
そ
れ
を
補
完
す
る
形
で
併
存
し

る
こ
と
が
分
か
る
。

て
い
た
と
み
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
」
と
の
結
論
に

、
次
の
図
式
を

さ
て
、

の
意
図
を
汲
ん
で
、
拙
稿
「
人
麻
日
の
表
記
の
陽
と
陰
」

塙
書
一
房
)
も
突
き
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら

一
九
九
四
年

示
す
。

(
『
高
葉
集
研
究
』
却

名

名
交
り
文
・
仮
名
文

な
い
。
し
か
し
、
私
見
に
は
、
著
者
の
こ
の

へ
の
共
感
が
述
べ
て
あ
る

漢
文

和

(
一
七
六
頁
)
う
え
に
、

の
表
記
、
人
麻
呂
の
位
置
付
け
を
目
ざ
し
た
も

宣
命
体

の
人
麻
呂
関
係
歌

を
古
体
表
記
↓
新
体
表
記
↓
作
歌
表
記
と
と
ら
え
る
点
で
は
稲
岡
氏
に
賛
成

の
で
、
異
な
る
目
的
に
発
し
て
い
る
。
拙
稿
は
、

こ
れ
に
対
し
て
、
著
者
が
従
来
の
説
の
代
表
と
し
て
挙
げ
る
、
築
島
裕
氏
、

平面

二
氏
の
説
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
築
島
氏
の
著
書
「
仮
名
」
(
中
央
公
論

そ
の
他
の
歌
は
仮
名
表
記
↓
和
化
漢
文
表
記
と
と
ら
え
た
。
す

な
わ
ち
一
種
の
複
線
型
解
釈
で
あ
っ
た
。
そ
の
手
掛
か
り
と
な
っ
た
の
は
、

し
な
が
ら
、

社
「
日
本
語
の
世
界
」

5
)
は
、
仮
名
の
歴
史
を
描
く
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
て
、

著
者
も
引
い
て
い
る
北
大
津
遺
跡
の
木
簡
な
ど
で
あ
り
、

一
般
語
葉
の
仮
名

文

の
表
記
史
を
直
接
の
意
図
と
し
て
は
い
な
い
が
、
人
麻
呂

の
表
記

表
記
が
あ
る
以
上
、

必
要
に
応
じ
て
歌
も
そ
れ
で
表
記
す
る
可
能
性
を
有
し

て
い
た
は
ず
だ
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
繋
明
期
の
散
文
に
お

は
古
体
か
ら
新
体
に
発
展
し
た
と
す
る
稲
岡
氏
の
説
に
賛
同
し
、
古
事
記
の

表
記
は
画
期
的
な
も
の
だ
と
評
価
し
た
。

岡
氏
は
『
万
葉
集
の
作
品
と
方

い
て
和
風
漢
文
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、

者
の
表
記
史

と
私
見
と

東
野
治
之
著
『
長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』

五
五



東
野
治
之
著

『長
屋
王
家
木

の
研
究
』

五
六

の
聞
に
大
き
な
差
を
見
る
必
要
は
な
い
。
仮
名
を
所
有
し
た
か
ら
と
て
そ
れ

た
。
問
中
を
カ
フ
チ
と
読
む
根
拠
に
つ
い
て
も
一
言
説
明
が
必

だ
ろ
う
。

で
散
文
を
書
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
正
倉
院
に
伝
わ
る
二
通
の
仮
名
文
書

の
読
み
に
く
き
を
見
れ
ば
自
明
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、

第
八

「『古

記
』
と

王
家
木
簡
」
(
一
九
九
六
年
)
は
、
古

に
視
線

序
文
の
意
味
と
古
事
記
本
文
の
表
記
の
性
格
を
、
木
簡
と
の
共
通
性
に
お
い

型
の
表
記
史
を
提
出
し
た
、
』
と
は
著
者
の
大
き
な

で
、
今
後
の
検
証
が

て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
。
文
体
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
趣

期
待
さ
れ
る
。

旨
、
和

漢
文
体
、

語
の
仮
名
表
記
、
文
字

に
よ
る
区
切
れ
表
示

要
約
を
省
い
た
箇
所
も
あ
る
し
、

の
文
化
的

日
本
語
の
成
立
に
は
、
中
国
・
朝
鮮
と

の
存
在
な
ど
を
指
摘
し
、
古

記
の
表
記
が
太
安

カま

う
ほ
ど
に
特
殊

異
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
が
別
に

「

の
古
代
史
』

で
述
べ
ら
れ

な
も
の
で
は
な
い
、

と
述
べ
る
。
用
語
に
つ
い
て
は
、

王
家
木
簡
と
同

て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
も
視
野
に
入
れ
た

評
も
可

だ
が
、
こ
こ
に
そ
の

様
に
、
同
一
の
和
語
が
複
数
の
表
記
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
早

く
本
居
宣
長
の
説
い
た
こ
と
だ
が
、
文
字
の
違
い
は
語
の
違
い
を
反
映
す
る

紙
幅
は
な
い
。

察
明
期
の
文
字
資
料
を
日
本
語
と
し
て
読
む
に
は
十
分
な
慎

の
注
意
力
の
若
干
及
ば
な

お

し

さ

か

か

っ
た
ら
し
い
箇
所
が
あ
る
。
隅
田
八
幡
宮
人
物
画
像
鏡
銘
の
意
柴
沙
加

か
」
ち

こ
ん

つ

り

お

わ

け

宮
、
中
費
直
、
今
州
利
、
埼
玉
旧
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
の
乎
獲
居
、

お
は

お

し

さ

か

の
「
寛
る
」
な
意
柴
沙
加
に
つ
い
て
は

さ
が
必

の
だ
が
、

こ
の
論
文
に
は
、

と
見
る
近
年
の
研
究
傾
向
に
対
し
て
、
ミ
コ
・
オ
ホ
キ
ミ
と
に
読
み
分
け
る

「
王
子
・
王
」
を
再
検
討
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
古

完
墜
な
表
記
原
則
で

は
太
安

の

か
れ
て
い
る
、

と
の
前
提
で
読
み
が
ち
な
人
へ
の
批

長
屋
王
家

い
た
こ
と
が

判
で
、
数
詞
・
助
数
詞
の
読
み
方
に
も
当
て
は
ま
る
。
安
高
侶
も
時
代
の
子
、

あ
る
(
「
文
字
と
の
避
遁
」

『上
代
の
文
学
』

一
九
七
六
年

有
斐
閣
)
。
こ
の
鏡
銘

社
会
の
子
で
あ
る
と
認

し
て
古

に
対
す
べ
き
こ
と
は
、

わ
た
し

は
図
版
で
も
か
な
り
は
っ
き
り
と
見
え
、
第
二
字
は
「
柴
」
と
読
む
ほ
か
な

い
た
こ
と
が
あ
る
(
寸
安
蔦
侶
の
方
法
と
古
事
記
の
訓
読
」
『
国
語
国
文
』
臼

1
5

い
文
字
だ
が
、
柴
は

『広

こ
れ
と
同
韻
同
声

、
高
葉
集
で
は
サ
の
仮
名
。

者』

し
て
万
葉
仮
名
の
実
例
の
あ
る
字
は
「
差
」
で
、

で
は

一
九
八
三
年
)
の
で
、
共
感
す
る
点
が
多
い
。
著
者
は
、
古

記
の
表
記
が
長

屋
王
家
木
簡
と
同
じ
日
常
的
な
表
記
を
基
盤
と
す
る
点
を
強
調
す
る
。
言
わ

上
古
音
で
も
シ
の
仮
名
に
当
て
ら
れ
る
契

は
な
い
。
こ
の
ま
ま
オ
サ
サ
カ

ば
古
事
記
表
記
の
相
対
化
で
あ
る
。
官
一
長
以
来
の
絶
対
視
を
批
判
す
る
に
は

当

然

で

あ

る

が

、

少

し

強

が

進

ん

で

、

ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
。
漢
字
の

と
読
む
か
、
「
紫
」
の
誤
字
と
み
て
オ
シ
サ
カ
と
読
む
か
、
鏡
の
製
作
者
の
文

別
力
の
判
定
も
絡
ん
で
難
し
い
が
、
細
心
の
注
意
を
要
す
る
所
で
あ

っ

本
来
の
漢
字
の
シ
ス
テ
ム
と
日
本
漢
字
の
シ
ス
テ
ム
と
の
間
に
生
じ
た



を
、
木
簡
は
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
が
、
古

記
の
用
法
は
そ
れ
を
「
精

-， 

所
宿
直
問
屋
臣
足

(
裏
)
右
一
人

九
月
七
日
」
(
一
九
頁
)
が
あ
る
。
な

し
た
」
も
の
だ
、

と
す
る
犬

隆
氏
の

(
「
古
代
漢
字
の
位
相
」

『日
本

五回

v
F
B
2
1
1
7

圭

"A一L
唱

i

'

l

一
九
九
三
年
)
も
貴

で
あ
る
。
な
お
、

の
読
み
下
し
文

ぉ
、
和
歌

那
古
若
が
見
え
る
。
第
三
に
引
く
筑
前
国
風
土
記
に
、
大
伴
狭
手
彦
の
妾
、
字

は
仮
名
遣
い
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
(
一
四
0
1
一
四
一
頁
)
。

「
中
皇
命
」
に
一
節
を
割
い
て
い
る
。
新
た
に
「
柏
原
大
皇
」
(
桓
武
天
皇
)

第
九

「
『
万
葉
集
』
と
木
簡
」
(
一
九
九
六
年
)
は
、
本
誌
百
五
十
八
号

や
「
弘
仁
大

(
嵯
峨
天
皇
)
の
他
、

天
皇
を
単
に
「
大
皇
」
と
呼
ん
だ
例
も

に
載
っ
た
の
で
、
読
者
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

遣
唐
使
を
送
る
御
製
歌
「
虚
見
都

あ
る
こ
と
を
述
べ
、

天
智
紀
・
壬
申
紀
に
見
え
る
「
大

」
を
、
「
大

山
跡
乃
国
波
:
:
:
」
(
四
二
六
回
l
五
)
と

弟
」
で
は
な
く
、

大

」
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
い
う
。
第
六

の
表
記
を
も
っ
、

王
家
木
簡
「
浄
昧
片
施
曲
目」
「
若
反
者
遺
支
」
、

王E

論
文
に
お
い
て
、
中
皇
命
を
ナ
カ
ツ
ミ
コ
ノ
ミ
コ
ト
と
読
ん
で
間
人
皇
女
説

岡
市
ヱ
ノ
田
遺
跡

「
召
史
生
奈
胡
口
何
故

-
・
・
・
大
夫
人
坐

を
と
っ
た

は
、
ミ
コ
ノ
ミ
コ
ト
は
皇
太
子
的
な
地
位
に
あ
っ
た
人
物
に

(
裏
)
牟
待
申
物
曽
見
々
与
見
々
与
:
:
:
」
を
挙
げ
、
こ
れ
は
当
時
あ
り
ふ
れ
た

用
い
ら
れ
る
呼
称
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、

の
内
部
徴
証
(
一
一
了

表
記
法
で
あ
っ
た
と
見
る
ほ
う
が
妥
当
だ
と
す
る
。

が
、
こ
の
見
方
は
一
面

四

一
0
1
一
二
)
に
よ
っ
て
そ
の
説
の
成
立
た
な
い
こ
と
を
述
べ
て
終
わ

的
で
は
な
い
か
。

日
常
文
に
も
宣
命

き
が
あ
る
こ
と
と
、

四
千
五

る
。
な
お
、
初
出
時
に
「
十
一
番
歌
」
と
し
た
中
大
兄
の
歌
を
「
一

一
番
歌
」

百
余
首
の
歌
の
中
で
こ
の
御
製
だ
け
が
宣
命

き
で
あ
る
こ
と
と
は
、
同
日

と
す
る
(
一
七
二
頁
)
の
は
と
も
に

植
の
ま
ま
で
あ
る
。

ぜ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
著
者
は
「
召
史
生
奈
胡
口
何
故
」
の

い
か
ん

い
か

所
を
「
召
す
。
史
生
は
奈
胡
口
。
何
な
る
故
に
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
こ
れ

lま

五

は
、
先
に
「
阿
礼
」
を
断
定
辞
と
見
て
ニ
ア
レ
と
読
ん
だ
た
ち
ば
と
合
わ
な

第
一
部
で
半
分
近
い
二
百
ペ
ー
ジ
を
占
め
る
。
第
二
・
三
部
に
も
言
及
し

い
。
養
老

に
よ
る
と
、
諸
国
の
史
生
定
員
は
三
人
だ
か
ら
、
こ
の
小

、，-、.

J
'
uハ

'v

は
あ
る
が
、

幅
が
許
さ
な
い
。

き
は
召
さ
る
べ
き
史
生
の
名
前
で
、
奈
胡
万
呂
と
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な

わ
た
し
は
第
二
節
で
、
例
文
に
読
み
下
し
文
を
添
え
る
著
者
の

賛

、
、
4

0

し
カ

か
か
る
木
簡
で
一
人
だ
け
の
対
象
を
小

る
も
の
は

少

意
を
表
明
し
た
。
そ
の
第
一
論
文
の
終
り
で
、
正
倉
院
文

に
多
く
含
ま
れ

な
い
が
、

『概
報
』
却
に
「
造
酒
司
召
令
史

正
召

使
三
宅
公
子
」
(
九
頁
)
、

る

解
な
個
人
の
文
書
な
ど
に
つ
い
て
も
、
「
恋
意
的
に
そ
の
中
の

東
野
治
之
著
『
長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』

五
七



東
野
治
之
著
『
長

王
家
木
簡
の

五
八

現
を
と
り
あ
げ
る
段
階
か
ら
、

全
文
を
読
み
下
し
て
理
解
す
る
段
階
に
進
ま

た
し
は
原
本
も
複
製
本
も
見
て
い
な
い
が
、

「
台
」
で
は
「
壱
」
へ
の
誤
写
の

ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
著
者
の

は
、
わ
れ
わ
れ
の
学
界
に
対
す
る
厳

過
程
が
見
え
な
い
。
平
明
き
も
時
に
よ
り
け
り
で
あ
る
。
読
み
下
し
文
に
現

し
い
批
判
に
な
っ
て
い
る
。

か
に
わ
れ
わ
れ
は
言
葉
を
専
門
に
す
る
た
め

代
仮
名
遣
い
が
混
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
も
、
同
じ

度
の
反
映
で
あ
ろ
う

に
甲
」
う
し
た
文
の
読
み
下
し
な
ど
に
は
神
経
質
、

、t
、

し
犬
d

む
し
ろ
臆
病
な
と

か

こ
ろ
が
あ
る
。
大
い
に
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
反
対
に
、
歴
史
学
者
は
言
葉

わ
た
し
は
知
的
な
快
い
興
奮
に
浸
り
な
が
ら
本
書
を
通
読
す
る
こ
と
が
で

を
割
に
気
楽
に
扱
う
こ
と
が
あ
る
こ
と

だ
が
、

は
別
格
で
あ
る

き
た
。
わ
ず
か
な

は
、
ま
ず
同
じ
こ
と
を
何
回
も
読
ま
さ
れ
た
こ
と
で

こ
と
も
述
べ
た
。
そ
れ
で
も
畑
違
い
に
よ
る
誤
認
の
あ
る
こ
と
も
否
め
な

あ
る
。
そ
れ
は
特
に
、
長
屋
王
家
木
簡
に
「
親
王
」
が
皇
子
・
王
子
・
王
と

い
。
第
二
部
の
「
大
化
以
前
の
官
制
と
律
令
中
央
官
制
」
(
一
九
八
O
年
)
で
、

尊
経
関
本
『
本
朝
月
令
』
の
資
料
性
を
論
じ
、
ア
・
ケ
・
へ
・
レ
・
ヲ
の
古

も

か
れ
て
い
る
の
は
、
内
親
王
も
含
め
て
和
語
ミ
コ
の
表
記
だ
ろ
う
と
い

う
、
第
一
部
の
第
五
論
文
で
主
に
述
べ
ら
れ
た
趣
旨
に
著
し
い
。

い
か
に
う

体
の
仮
名
を
凸
版
で
掲
げ
、
こ
れ
を
〈
訓
仮
名
〉
と
し
て
い
る
(
三
一
一
頁
)
。

宇
品
い

で
も
、

つ
づ
け
て
十
個
は
食
え
な
い
。
ま
た
、
第
五

だ
と
し
た
説
を
、
第
九
論
文
で
撤
回
し
て
い
る
こ
と
も
残
念

で
中
皇

第
一
節
で
学
界
の
慣
用
と
違
う
〈
送
り
仮
名
〉
な
ど
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ

用
以
前
の
誤
認
で
、
こ
れ
ら
は
ま
ず
片
仮
名
だ
し
、
訓
仮
名
に
由
来
す

命
は
間
人

lま

で
あ
る
。

か
か
る
事
態
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
。

る
の
は
「
へ
」
だ
け
で
あ
る
。

者
に

l
-

さ
が
、

わ
れ
わ
れ
に
は
大
胆

銘
打
っ
て
は
い
る
が
、
実
態
は

の
で
あ
る
。

さ
が
必
要
だ
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と

と
は
違
う
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
は
昨

い
た
(
「
書
評
・

久

著
者
の
記
述
は
常
に
達
意
簡
明
の
見
本
の
趣
が
あ
る
の
で
、

じ
っ
く
り
読

著

法
の
研
究
』
」
『
国
語
学
』
一
八
六
号

一
九
九
六
年
)
の
で
、
こ
こ

め
ば
、

し
ろ
う
と
で
も
古
代
史
の
問
題
が
分
か
っ
た
気
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ

に
は
別
の
視
点
か
ら
述
べ
よ
う
。
わ
た
し
が
遠
く
か

.
孝
氏
は
、
「
学
問
の
労
作
が
体
系
の
よ
そ
お
い
を
と
と
の
え
た

の
心
で
仰
ぎ
見

れ
が

集
者
の
好
感
を
呼
ん
で
多
く
の
原
稿
依
頼
に
な
る
に
違
い
な
い
し
、

て
い
た

著
者
は
誠
実
に
そ
れ
に
応
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
平
明
さ
を
心
が
け
る
ゆ
え

成

の
形
を
と
る
こ
と
を
否
定
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
真
の
学
問
研
究
の
生

字
は
固
有
名
詞
に
も
新
字
体
を
用
い
る
。
『
宝
要
抄
』
の
複
製
本
か
ら

(
ム
口
)

引
い
た
と
し
て
「
紫
徴

カミ

命
は
モ
ノ
グ
ラ
1
フ
を
自
己
目
的
と
す
る
論
文
に
あ
る
」
(
『

井
孝

集

后
」
と
書
い
て
い
る
(
三
八
O
頁
)
?
わ

-
』
著
者
あ
と
が
き
)
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
生
き
た
人
で
あ
る
。
そ
の
考
え
方



は
多
分
、
師
の
橋
本
進
古
か
ら
受
け

い
だ
の
だ
ろ
う
。
そ
の
著

47 

ら
、
じ
つ
に

虚
で
温
和
で
あ
る
。
そ
う
し
た
著
者
を
知
る
だ
け
に
、
「
阪
神

委
員
会
に
よ
る
と
、
論
文
の
著
書
化
を
勧
め
ら
れ
る
と
、
博
士
は
「
既
発
表

で
逝
っ
た
母
に
」

の
献
辞
は
せ
つ
な
い
。
わ
た
し
は
、

か

れ

の
も
の
を
新
し
く
公
に
す
る
に
は
補
訂
を
加
へ
た
い
、
補
訂
を
加
へ
る
暇
が

あ
れ
ば
新
し
い
問
題
の
研
究
に
従
ひ
た
い
」
と
答
え
た
と
い
う
(
「

た
学
者
の
近
く
に
専
攻
領
域
を
も
っ
て
、

無
数
の
教
一
不
が
得
ら
れ
る
時
代
に

生
き
る
こ
と
を
喜
び
と
し
て
い
る
。

か
か
る
思
い
で
は
厳
し
い

評
に
な
ら

著
作
集
の
刊
行
に
つ
い
て
」
)
。
簡
単
に
本
が
で
き
る
現
代
に
こ
そ
傾
聴
す
べ
き

な
い
こ
と
も
予
想
し
て
い
た
。
此
一
一

傷
を
あ
ら
わ
に
指
摘
す
る
こ
と
も
し

言
葉
で
あ
る
。
わ
た
し
は
こ
の
二
先
達
の
姿
勢
を
尊
い
と
思
う
。

と
ま
れ
、

た
が
、
そ
れ
は
巨
象
を
撫
で
た
一

の
つ
ぶ
や
き
に
す
ぎ
な
い
。

(
A
5
判

著
書
は
著
書
ら
し
く
、
論
文
集
は

し
く
あ
り
た
い
。
論
文
集
を
著

四
六
四
頁

一
九
九
六
年
一
一
月
一
二

O
日

塙
書
房
刊

九
五

O
O
円
)

書
と
称
す
べ
き
で
は
な
い
。

(
く
ど
、
ヮ

り
き
お
・
成
城
大
学
教
授
)

学
会
で
接
す
る
東
野
氏
は
、

そ
の
文
章
か
ら
う
か
が
え
る
人
柄
さ
な
が

東
野
治
之
著
『
長
屋
王
家
木

の
研
究
』

五
九



l予i

， ...... 

l盲 l

五

O
回
全
国
大

一一 一
〆1
A 

日
時

会
場

講
演

十
月
十
一
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
五
時
ま
で

大
学

創
立
百
周
年
記
念
講
堂

(
〒
五
一
六

三
重
県
伊
勢
市
神
田
久
志
本
町
一
七
O
四
)

( 

O
五
九
六
l
二
二
l
O
二
O
一)

家
持
の
創
作
|
興
中
所
作
歌
駒
津
大
学
教
授

野

固
有
名
詞
の
表
記

皇
学
館
大
撃
学
長

西
宮
一

...:.悔
':Di7 

日
時

会
費

メL
;z:;; 

場

十
月
十
一
日
(
土
)

午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で

八
千
円

*
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

当
日
受
け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

(
干
五
一
六

吹
上
一
丁
目
一
一
|
一
二
一
)

一

(
電
話

O
五
九
六
|
二
八
|
一
一
一
一
一
)

一一一

民
氏

六
O

研
究

4』
':Di7 

日
時

よ
り
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

十
月
十
二
日
(
日
)

午
前
十

会
場

皇
学
館
大
学

二
号
館

二
一
三
教
室

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

「
幼
婦
」
考

s馬

駿

北

海

道

大

学

大

学

院

生

「
出
で
立
つ
」
考

つ

く

ば

国

際

短

期

大

学

三

田

誠

司

巻
七
「
警
喰
歌
」

の
直
喰
歌
に
つ
い
て

jyt 

手キ

上

森

鉄

也

学

大

学

通

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
)

巻
九
・
一
七
九
九
番
「
が
保
比
去
名
」
を
め
ぐ
っ
て

皇

A比

十

大

島

信

生

館

大

学

地
名
表
記
の
字

尾
に
添
え
ら
れ
る
母
音

愛

立

犬

飼

隆

知

大

Aとん
イ二

「
二
上
山

」
を
め
ぐ
っ
て

東

鉄

野

昌

弘

京

大

学

女

子

大
伴
家
持
と
詠
物

大

学

芳

賀

紀

雄

筑

波

*
会
場
付
近
に
は
食
堂
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
お
弁
当
の
予
約
を

受
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
込
み
く



だ
さ
い
。

承
く
だ
さ
い
。

代
金

千
円

四

行

弁

• 

旅
行
の
申
込
み

十
月
十
三
日
(
月
)
l
十
四
日
(
火
)

一
泊
二
日

左
記
郵
便
振
替
口
座
へ
の
費
用
払
込
み
を
も
っ
て
受
付
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
必
ず
費
用
内
訳
を
明
記
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

。
集
合

ス
ム
削

午
前
八
時
・
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク

午
前
八
時
二
十
分
・
宇
治
山
田
駅

午
前
八
時
三
十
分

郵
便
振
替

0
0
八
八
O
|
七
|
二
九
三
二
五

丸
二
ホ
テ
ル
前

〈〉
旅
程

J"t" 
f 
科

第
一
日

き
で
ホ
テ
ル
前

l
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
前
|
宇

申
込
み
締
切
り

九
月
五
日
(
金
)

治
山
田
駅
1
津
潟
久
孝
博
士
奥
津
城

仙
摩
国
分
寺
|
国
崎

*
た
だ
し
、

旅
行
は
、
先
着
八
十
名
を
も

っ
て
締
切
ら
せ
て
い

岡
山
(
昼
食
)
|
鳥
羽
湾

(
答
志
島
沖
)

た
だ
き
ま
す
。

宿
泊

鳥
羽
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

い
合
わ
せ
先

(
O
五
九
九
|
二
五
|
五
一
五
一
)

一T
五
一
六

一

県
伊
勢
市
神
田
久
志
本
町

一
七
O
四

皇
学
館
大
学
文
学
部
国
文
学
科
研
究
室

第
二
日

宿
所

l
御
塩
殿
神
社
|
御
塩
浜

宮
史
跡

ラ
イ
ブ
イ
ン
(
昼
食

)
l円
方
浦

l
鈴

本

話

O
五
九
六

l
二
二
l
六
四
五
七

切
冨
巳

Z
E
E⑧
}S官
片

付

g'C・
R
・
5

居
宣
長
記
念
館
|
松
阪
駅
(
一
次
解
散
午
後
四
時
三
十
分
予
定
)

ー
伊
勢
(
最
終
解
散
午
後
五
時
三
十
分
予
定
)

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
ご
案
内

*
参
加
費

二
万
六
千
円

* 

.... 
官?

し
て
く
だ
さ
い
。

*
出
張
懇

z
q一
¥
¥
当
者
名

-womωwwmE'己・
ωの
・
甘

¥}gwcaUCD¥

お
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
・
八
十
円
切
手
を

*
道
路

情
等
に
よ
り
コ

l
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
解
散
時
刻
も
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

同
封
の
う
え
、
学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
・
国
文
学
研

究
室
内
)
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

六一

予

a:. 
口



予

.tI-. 
仁3

ム

ノ、

O
宿
泊
案
内

(
S
は
シ
ン
グ
ル
、
料
金
は

一
応
の
目
安
で
す
。)

S 

五
、
七
七
五
円

期
日
を
同
じ
く
し
て
三
重

市
で

F
1
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
が
お
こ

-
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
宇
治
山
田
(
O
五
九
六
)
二
七

一二

O

な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
十
一
日
(
土
)
の
予
約
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
お

S 

五
、
七
七
五
円

り
ま
す
。

で
き
る
限
り
各
自
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

切
符

-
伊
勢
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
(
O
五
九
六
)
二
四
!
四
二
二
三

の
手
配
も
早
め
に
お

い
し
ま
す
。

S 

六
、
三
O
O
円

な
お
、
丸
二
ホ
テ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
会
場
校
で
予
約
の
と
り
ま
と
め

-
伊
勢
国
際
ホ
テ
ル
(
O
五
九
六
)
二
三
|
O
一
O
一

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
往
復
は
が
き
ま
た
は

子
メ

l
ル
に
て

j白

S 

七、
三
五
O
円

日
・
名
前
・
住
所
・

部

，...、

シ
ン
グ
ル
)
・

の

-
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
(
O
五
九
六
)
二
二
|
五
一

0
0

不

を
お

き
添
え
の
う
え
右
記
問
い
合
わ
先
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

S 

七、
三
五
O
円

し、。

話
で
の
ご
予
約
は
承
り
か
ね
ま
す
。
ま
た
、
ご
予
約
は
先
着
順
と

-
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
(
O
五
九
六
)
二
八
|
一
一
一
一
一

き
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

S 

六
、
八
二
五
円

-
丸
二
ホ
テ
ル

皇
胤
干
館
大
学
国
文
学
科
研
究
室
に
申
込
む

神

(
O
五
九
六
)
二
二
|
O
一
九
一

S 

七
、
三
五
O
円
(
朝
食
付
八
、
四
O
O
円
1
)

本
館

六
、
五
O
O
円
i
(
三
名
以
上
利
用
の
場
合
、
和
室
・
朝
食
付
)

*
丸
二
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
十

一
日
懇
親
会
終

、
十
二
日
研
究
発
表
会

西
館

四
、
五
O
O
円
1
(
三
名
以
上
利
用
の
場
合
、
和
室

・
朝
食
付
)

当
日
朝
、
研
究
発
表
会
終
了
後
、
無
料
送
迎
パ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

-
麻
士ロ
旅
館
(
O
五
九
六
)
ニ
二
|
四

一
O一

-
羽
根
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
(
O
五
九
六
)
二
八
l
O
一
一
五

八、

0
0
0
円
(
和
室
・
朝
食
付
き
)

S 

六
、
六
一
五
円
1

O 
会

-
タ
ウ
ン
ホ
テ
ル
伊
勢
(
O
五
九
六
)
二
三
|
四
六
二
一

宇
治
山
田
駅
(
近
鉄
)
ま
た
は
伊
勢
市
駅

(
J
R
東
海
・
近
鉄
)
か
ら
内
宮
ゆ

S 

四
、
七
O
O
円

き
パ
ス

[
徴
古
館
経
由
・
系
統
五
一
番
]
で

「
皇
学
館
大
学
前
」

カf

-
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
伊
勢
(
O
五
九
六
)二
五
l
五
九
五
九

便
利
で
す
。



歪松阪 寓葉学会全国太会案内

伊勢シティホテル

(懇親会渇〉

;字治山田駅・伊努市駅前から i

内宮ゆき
徴古館経由 (51番)

皇学館大学前下車 : 

2∞円

パスご案内

伊勢市駅近鉄

伊努ンティホテル
.アネックス

三交百貨庖 • 

ビジネスホテル羽根・ !トミ

国道23号

日
歪鳥羽

ン

伊勢
勢田川

~~~ 

~~~ 

宇治山田駅

伊勢嘗察署

⑧ 

O 
ビジネス示予Jレ.
宇治山田 . 

E 
ー千

一一一

円
柑

第三銀行

歪鳥羽

丸ニホテル 図

山田日赤

思 丸二ホテノレ

• 
ヰ」

近鉄山回線 宮町

至伊勢市駅J R参宮線

• 

至松阪

中京銀行

8 

伊勢国際ホテル

ー尼辻

愛知銀行8
歪伊勢市駅



会 名簿補訂

住所 話番号氏名

新入金

石原純子 764 香川県仲多度郡多度津町京町9-17

騒々堂書底 572 寝屋川市緑町2-2

0877-33-2145 

0720-33-9573 

会
員

西川美香 533 

千葉市稲毛区小中台町
1546-1-A -407 

大阪市東淀川区豊新5-12-55
ビルディングVII302号

言T
中嶋真也 263 043-271-9614 

06-320-2363 

佐和子 515 三重県松阪市白粉町463

変更(改姓・変 • 示を含む)
倉又幸良 228 

相模原市町13-9
0427-48-6016 

パレス相大野203

神戸 区御影山手5丁目
辻 男 658 078-851-7178 

3-17-301 

ノト戸市石)111-3835-1 
寺 窪健志 310 029-255-6696 

信 2石川住宅5-104号

樋口書 側 545 大阪市阿倍野区松虫通1-13-10 06-656-9231 

露木悟 413 
熱海市海光町7-17
熱海サニーハイツ1-1406 0557-82-7216 

六
四



ヨ
U
曹
関

O
ど
う
や
ら
刊
行
の
遅
れ
を
取
り
戻
せ
そ
う
で
ほ
っ

と
し
て
お
り
ま
す
。
印
刷
・
発
行
所
の
ご
努
力
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
会
員
諸
氏
の
ご
協
力
を
今

後
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

O
本
年
度
の
学
会
の
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す。

F
1
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
い
う
、
我
々
と
は
無

縁
の
存
在
が
か
く
も
大
き
い
も
の
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
世
事
に
無
縁
で
は
生
き
ら
れ
な
い
も

の
で
す
ね
。

O
昨
年
作
っ
て
み
た
寸
大
会
要
項
」
幸
い
に
も
好
評

で
し
た
の
で
、
今
年
も
作
成
し
ま
す
。
ヨ
ソ
の
学

会
で
は
、
要
項
に
載
せ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
会
場

で
読
み
上
げ
る
と
い
う
風
景
に
接
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
な
ら
、
要
項
を
配
布
し
て

し
ま
え
ば
壇
上
で
喋
る
必
要
は
な
い
の
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

O
む
ろ
ん
、
質
疑
応
答
は
多
少
時
聞
を
延
ば
し
て
み

た
と
こ
ろ
で
、
十
分
で
は
あ
り
え
な
い
し
、
時
間

の
延
長
が
実
り
の
豊
か
さ
を
保
証
す
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
折
角
の
学
会
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
有
効
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。

O
武
庫
川
大
学
の
清
原
和
義
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
の
寓
葉
研
修
旅
行
の
企

画
・
立
案
か
ら
案
内
ま
で
を
お
願
い
し
た
ば
か

り
。
五
八
歳
の
若
き
で
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
。

O 
お

L 、
ο 

葉

学

会

会

3 

論
文
の
投
稿
、
・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

0
0

九
0
0
1七
l
二
九
一
四
七
高
葉
学
会
L

あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
高
葉
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

1 2 

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
高

-
発
行
す
る
。

投

稿

規

定

葉
」
を

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表

会
・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

随
時
、
目
的
に
沿
う
を
行
う
。

員

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
二
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。

一
、
本
会
は
名
誉
会
長
を

て
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
寓
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

片
々
L

欄
は
十
枚
以
内
)

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄

と
す
る
。

一
、
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は

会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文

-
発
行
は

(
浅
見

徹

の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

く
こ
と
が
で
き
る
。



第

六

十

二

号

平
成
九
(
一
九
九
七
)
年
七
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
九
(
一
九
九
七
)
年
七
月
三
十
日
発
行

頒
価
一
、

0
0
0円

送

料

六

O
円

一T
聞
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
実
(
芭
五
)
ニ
四
一
回

編

輯

・

発

行

高

葉

学

会

代

表

者

伊

藤

博

振
替
O
O九
O
O
七
二
九
一
四
七

千
四
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

寓
葉
学
会
事
務
室

。
六
(
ニ
一
一
)
六
ニ
六
五

発
売
所


